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Special Topics1

■
宮
城
県
沖
地
震
へ
の
備
え

　

平
成
17
年
１
月
に
、
宮
城
県
沖
地

震
は
今
後
30
年
以
内
に
99
㌫
の
確
率

で
発
生
す
る
と
、
政
府
地
震
調
査
研

究
推
進
本
部
が
発
表
し
て
以
来
、
６

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

前
回
、
昭
和
53
年
６
月
12
日
に
発

生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
か
ら
33
年
が

過
ぎ
、
平
均
周
期
37
年
に
残
り
４
年

と
な
っ
た
今
、
大
地
震
に
備
え
地
域

ぐ
る
み
で
守
る
こ
と
が
急
が
れ
ま

す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
果
た
す
役
割

　

自
主
防
災
組
織
は
、
大
災
害
発
生

時
の
地
域
の
消
火
・
救
助
活
動
だ
け

で
な
く
、
広
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
地
域
の
リ
ス

ク
情
報
や
、
災
害
発
生
時
の
対
応
に

関
す
る
行
政
情
報
を
、
各
戸
に
き
め

細
か
く
伝
え
て
い
く
役
割
も
あ
り
ま

す
。

　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
は
、

全
国
１
、
７
５
０
市
区
町
村
の
う
ち

１
、
６
２
１
市
区
町
村
で
14
万

２
、
７
５
９
の
自
主
防
災
組
織
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
結
成
率
は
74
・
４

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
１
１
３
自
治
会
中
、
84

自
治
会
が
結
成
。
結
成
率
は
74
・
３

㌫
と
、
全
国
と
ほ
ぼ
同
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
主
防
災
組
織
は
防
災

活
動
だ
け
を
行
う
の
で
は
な
く
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
と
防
災
活
動
を
組

み
合
わ
せ
る
な
ど
、
普
段
か
ら
の
地

域
で
の
活
動
や
消
防
団
な
ど
と
の
連

携
が
、
防
災
活
動
に
と
っ
て
重
要
な

要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
教
訓
集
（
国

際
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
発
行
）
に
よ
る
と
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
多
く
の
人
々
が

倒
壊
し
た
家
屋
の
下
敷
き
に
な
り
ま

し
た
。
一
刻
も
早
い
救
助
が
必
要
と

な
る
中
で
、
救
助
活
動
に
当
た
っ
た

の
は
、
地
域
住
民
で
し
た
。

　

ま
た
、
地
震
直
後
か
ら
各
所
で
火

災
が
同
時
に
発
生
し
、
そ
の
す
べ
て

の
火
災
を
消
防
隊
が
消
火
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
し
た
。
こ
の
と
き
、
消

火
活
動
に
当
た
っ
た
の
も
地
域
住
民

や
地
元
企
業
で
あ
り
、
見
事
、
延
焼

を
食
い
止
め
た
と
い
う
事
例
が
あ
り

ま
す
。

　

災
害
発
生
直
後
は
、
消
防
や
行
政

の
公
助
は
期
待
で
き
ず
、
地
域
住
民

が
協
力
し
な
が
ら
落
ち
着
い
て
行
動

で
き
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
地
域
住
民
の
一
人
一

人
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
践
し
て

い
く
た
め
に
も
、
自
主
防
災
組
織
は

必
要
な
の
で
す
。

　

本
署
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の
各
署
員
の
任
務
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、研
修
や
訓
練
を
通
じ
て
、

ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
て
も
迅
速
な
対
応
が
と
れ
る

よ
う
に
備
え
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
15
日
に
は
、
県
内
24

警
察
署
で
初
と
な
る
「
白
石
警
察
署
バ
イ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
を
発
足
さ
せ
、
地
震
な
ど
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場

合
、
こ
の
隊
を
投
入
し
被
害
状
況
の
確
認
を
迅
速
に
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。　

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
の
全
体
像
を

把
握
す
る
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
と
き
、
自
主
防
災
組
織
が
し
っ
か
り
と
機
能
し
、
地

域
の
方
々
が
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
被

害
の
様
子
を
い
ち
早
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
救
助
や
救
援

の
部
隊
を
い
ち
早
く
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
被
災
地
で
は
、
空
き
巣
な
ど
の
盗
難
被
害
の
発
生

も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
非
常
に
重
要
な
活
動
で
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
警
察
署
と
し
て
は
全
力
を
尽

く
し
て
、
避
難
誘
導
や
人
命
救
助
、
交
通
の
確
保
や
災
害

情
報
の
収
集
、
犯
罪
の
予
防
・
取
締
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

宮
城
県
沖
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、
自
主
防

災
組
織
と
地
域
の
交
番
所
員
・
駐
在
所
員
が
合
同
で
防
災

訓
練
を
行
う
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
お
互
い
に
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
、災
害
を
減
災
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

白
石
市
す
べ
て
の
自
治
会
が
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成

さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

勤
め
人
が
多
く
な
り
、
団
員
の
不
足
や
平
日
の
日
中
に

活
動
で
き
る
団
員
が
少
な
く
な
る
中
で
、
６
３
０
人
余
り

の
白
石
市
消
防
団
は
、
郷
土
愛
の
精
神
を
持
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

日
常
で
は
、
春
と
秋
の
消
防
演
習
や
幹
部
教
養
訓
練
、

機
械
器
具
の
点
検
や
防
災
訓
練
な
ど
、
常
に
知
識
と
技
術

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、災
害
な
ど
の
現
場
に
い
ち
早
く
駆
け
付
け
、

災
害
や
火
災
の
拡
大
を
防
止
し
、尊
い
命
を
守
る
こ
と
が
、

最
大
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ん
か
ら
も
た

ら
さ
れ
る
詳
し
い
災
害
情
報
が
、
大
変
重
要
と
な
っ
て
く

る
の
で
す
。

　

消
防
団
が
現
場
に
到
着
し
て
か
ら
情
報
を
収
集
し
て
、

ど
の
よ
う
に
活
動
を
行
う
か
を
決
定
す
る
の
で
は
遅
い
の

で
す
。

　

地
域
に
お
い
て
は
、
自
主
防
災
組
織
と
消
防
団
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
も
っ
た
組
織
が
バ

ラ
バ
ラ
に
活
動
し
て
い
て
は
、
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

常
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
災
害
時
の
役
割
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
強
い
き
ず
な

が
生
ま
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
協
力
し
て
、
災
害
や
火
災
な
ど
を
な
く
し
、

安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
実
現
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

　

被
害
を
最
小
限
度
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
公
共
機

関
に
よ
る
救
助
・
支
援
な
ど
の
公
助
と
、
自
主
防
災
組
織

な
ど
、
地
域
住
民
の
助
け
合
い
で
あ
る
共
助
、
そ
し
て
自

ら
の
身
を
守
る
自
助
の
連
携
が
必
要
で
す
。

　

消
防
署
は
、
火
災
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
と

と
も
に
、
救
助
・
救
急
活
動
で
１
人
で
も
多
く
の
人
命
を

助
け
る
こ
と
が
最
大
の
使
命
で
す
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
防
災
の
た
め
に
一
番
機
能
し
た
の
は
地
域
住
民

で
し
た
。
実
際
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
は
消
防
機
関
に

よ
る
も
の
は
数
㌫
に
過
ぎ
ず
、
近
隣
住
民
に
よ
っ
て
救
出

さ
れ
た
割
合
は
90
㌫
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
防
災
活
動
こ
そ
が
、

非
常
時
に
お
い
て
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
な
ど
は
、
小
グ
ル
ー

プ
や
個
人
個
人
が
バ
ラ
バ
ラ
に
防
災
活
動
を
し
て
も
、
地

域
全
体
と
し
て
の
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
し
、い
ち
早
く
立
ち
直
る
た
め
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
が
不
可
欠
で
す
。

　

地
域
の
自
主
防
災
活
動
が
、
市
民
一
人
一
人
の
防
災
意

識
を
高
め
、
防
災
訓
練
に
進
ん
で
参
加
す
る
こ
と
で
、
防

災
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

強
い
連
帯
意
識
を
持
っ
て
、
避
難
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

白石警察署

佐
さ と う

藤　正
まさたか

孝　署長

白石消防署

八
や し ま

島　正
まさひろ

寛　署長

白石市消防団

跡
あ と べ

部　敏
さとし

　団長

地
域
ぐ
る
み
で
守
る自主防災

昨年10月24日、白石第二小学校の体育館で開催した自主防災
組織リーダー養成研修会の普通救命講習で、心臓マッサージ
を行う参加者たち

宮
城
県
沖
地
震
の

発
生
確
率
が
高
ま
る
中
、

多
く
の
自
主
防
災
組
織

が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
自
主
防
災
組
織
で
は
、

「
自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　本市防災対策三本柱である、白石警察署、白石消防署、白石市消防団。
　この三本柱のトップに、宮城県沖地震をはじめとする大規模災害へ
の備えと、自主防災組織との連携などについて話を伺いました。
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